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歴史文化基本構想推進事業 瀬戸の魅力再発見　せと　歴史と文化財を知る見学会　

「国指定史跡　小長曽・瓶子窯跡をめぐる」

日時：令和 2 年１０月 3 日 ( 土 )

見学コース：　①午前９時 30 分　　②午後 1 時 00 分　文化センター北駐車場出発

( 予定時間 )　　　     ９時 50 分　 　　　   1 時 20 分   小長曽窯跡到着

　　　　　　　　　  10 時 30 分　　　　   2 時 00 分  小長曽窯跡出発

　　　　　　　　　  10 時 40 分　　　　　2 時 10 分　瓶子窯跡到着　　　　　

　　　　　　　　　  11 時 20 分　　　　　2 時 50 分　瓶子窯跡出発　　　　　　　　　

　　　　　　　　　  11 時３0 分　　　　　3 時 00 分　文化センター北駐車場到着・解散

主催：瀬戸市・( 公財 ) 瀬戸市文化振興財団
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織田信長制札(窯町)

石造地蔵菩薩立像(片草町)

木造十一面観音菩薩立像(下半田川町)県
木造阿弥陀如来立像(下半田川町)県

永享年銘梵鐘

源敬公廟(定光寺町)国

定光寺本堂(定光寺町)国

陶製狛犬(深川町)国

陶質十六羅漢塑像(寺本町)
六角陶碑(藤四郎町)

陶製梵鐘(深川町)

瀬戸永泉教会礼拝堂建造(杉塚町)国登

聖徳太子絵伝(塩草町)

古瀬戸瓶子(寺本町)

笠原村・両半田川村国境争論絵図(東松山町)

瀬戸市域の主な指定・登録文化財 今回見学する文化財とその関連年表やきもの生産

の変遷

宮地古墳群(上之山町2丁目)

本地大塚古墳(西本地町2丁目)
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小長曽陶器窯跡

旧山繁商店 (仲切町・深川町）国登

瀬戸窯跡【瓶子窯跡】（凧山町）国

瀬戸窯跡【小長曽窯跡】（東白坂町）国 小長曽陶器窯跡操業（中世）

瓶子陶器窯跡

小長曽陶器窯跡操業（近世）

瓶子陶器窯跡操業

せと　歴史と文化財を知る見学会

せとまちの瀬戸永泉教会礼拝堂を訪ねる

日時：令和 4 年 6 月 26 日 ( 日 ) 午後２時～ 4 時

スケジュール：午後２時　　　　瀬戸永泉教会集合・開会あいさつ

（予定時間） 　　　　2 時 5 分　 旧桜町・大廻戸・末広通・松千代館見学     　　

　　　　　　　　　3 時　　　　柳澤力氏（㈱柳澤力一級建築士事務所）による建造物・工事解説

　　　　　　　　　4 時　　　　終了・解散

主催：瀬戸市・( 公財 ) 瀬戸市文化振興財団

　　　日本基督教団瀬戸永泉教会

協力：株式会社柳澤力一級建築士事務所

　　　松千代館再生の会

松千代館
( 大正 4(1915) 年建造 )

瀬戸永泉教会礼拝堂外観
( 令和 3 年度末耐震修理後 )

明治 33 （1900） 年　礼拝堂竣工～                      （Ⅰ期） 

昭和  ７ （1932） 年　 礼拝堂改修 ( 窓の改造等 ) ～ （Ⅱ期）

昭和 55 （1980） 年　礼拝堂改修～　 　　　　　　　　　 （Ⅲ期）

平成 22 （2010） 年　礼拝堂登録文化財となる

1

明治 元 （1868) 年　前田で瀬戸川堤が決壊し氾濫
明治 30 （1897） 年　末広町命名  

大正  4 （1915） 年　松千代館の建物建造   
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２　松千代館の再生事業
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9・10
壁下見板全数調査修復

建築略史 工事概要

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期

旧牧師館撤去、CS館(1F小礼拝堂[教会学校館]及び2F牧師館)新築
旧プレハブ事務室/便所撤去、新便所/事務室増築

☆

☆

☆

牧師館礼拝堂

N

便所

物置

1900 1907

プレハブ事務室

母子室

牧師館礼拝堂

便所

N

1975

1973

礼拝堂

母子室
便所事務室

CS館

N1978

1980

北立面図旧牧師館

旧牧師館北面展開図

西立面図

礼拝堂
教壇

現床高さより
30㎝程高かった
と思われる

観音開きの鎧窓

漆喰壁(真壁)

東面展開図

礼拝堂漆喰壁(大壁)

漆喰レリーフ

旧牧師館北面展開図

庇高さが
30㎝程度
下がった

六角窓設置

尖頭アーチ窓
に改修

北立面図旧牧師館

本業焼

東面展開図

漆喰壁(真壁)

西立面図

北立面図CS館

礼拝堂

木製パネルレリーフ

北面展開図

漆喰壁(大壁)

東面展開図

尖頭アーチ窓を
こげ茶色に変更

礼拝堂修理、窓の尖頭アーチ化、床/玄関庇下げ等
☆

礼拝堂耐震改修、外構バリアフリー化、母子室/便所/事務室除去、増築棟新築

礼拝堂

増築棟 N

CS館

屋根瓦乾式葺き改修後

柱／土台取替後

独立柱基礎周り修復後

白蟻被害柱一部取替後

柱／土台取替前

独立柱基礎周り修復前

白蟻被害柱一部取替前

変遷調査結果

屋根瓦土葺き改修前

色実験 塗装剥離 塗装復原  窓完成

柱/基礎補強 本業焼タイル発掘

1900年(明治33年)：現会堂（＝礼拝堂）献堂式
1907年(明治40年)：牧師館完成

1930年～1932年(昭和5～7年)：

1978年～1980年(昭和53～55年)：

1期真壁保存及び壁構造補強開始 1期真壁保存及び壁構造補強完了

Ⅳ期

▲礼拝堂(大正4年頃)
「目で見る瀬戸100年」より

▲尖頭アーチ窓[右端](昭和26年)
「瀬戸永泉教会125年史」より

▲礼拝堂(昭和58年)
「瀬戸永泉教会125年史」より

▲礼拝堂内観

1909年(明治42年)、1912年(明治45年)：修繕、1918年(大正7年)：門新築可決

1997年(平成9年)：フェンス完成

2022年(令和4年)今回工事：

1963年(昭和38年)：修繕
1937年(昭和12年)、1954年(昭和29年)、1959年(昭和34年)、

母子室完成、プレハブ事務室完成、礼拝堂屋根瓦葺替え
1973年～1975年(昭和48～50年)：

回転窓が開いていた

2010年(平成22年)：礼拝堂の有形文化財登録認可

新母子室と縁側

新玄関/ブラウジング

新受付礼拝堂外壁が内部化された側廊

金輪継ぎ

鎌継ぎ

３　瀬戸永泉教会礼拝堂の耐震補強工事
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1881

1861：幕府長崎製鉄所／最初の煉瓦焼成／トラス類似の洋風小屋組（蘭ハー・ハルデス）
1859：横浜英一番館（ジャーデン・マゼソン商会）／鹿島建設初代／キングポスト小屋組

1865：尚古集成館（もと薩摩藩修成館機械工場）／現存最古のキングポスト小屋／重文（英）

1870：横須賀製鉄所（後の海軍工廠）／キングポスト,クイーンポスト類似の洋風小屋組（仏フロラン）

1865：小菅ドック巻上機上屋（小菅ドック付属建築／薩摩藩）／錬鉄Iビーム／こんにゃく煉瓦（英？）

1872：富岡製糸場／挟み梁を持つトラス小屋組（仏Bastien）
1874：大阪停車場／キングポスト小屋組（英T.R.Shervinton?）

1882：国鉄旧長浜駅／無筋コンクリート躯体の２階建桟瓦葺建築／キングポストトラス

1891：濃尾地震

1848：福井地震

→1892：震災予防調査会による”三角形不変の理”を指導・啓蒙
→耐震化指針としてトラス小屋組の採用、筋違、金物、柱固定等

→1916：家屋耐震構造論（震災予防調査会報／佐野利器）

A:洋小屋（トラス小屋）系列

災害・法律

1868：神仏分離令
　　　（廃仏毀釈）

第二次世界大戦

1892：東京大学造形学科教科目に図式力学採用（後の構造学演習）

1897：古社寺保存法公布、唐招提寺金堂講堂にトラス小屋採用

1929：国宝保存法

1950：文化財保護法

1996：改訂／登録有形文化財

1892：建築学階梯（中村逹太郎）

1890：建築学講義録（滝大吉）
1891：建築学堤要（千葉末吉）

洋風建築技術の解説書

1829

Th
om

as
 T
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dg

ol
d

1820年
「木匠論」

1862?：グラバー邸

B:和小屋系列

1868：修成館紡績工場異人館
1868：築地ホテル館／2代清水
1873：富岡製糸所３号館
1875：静岡県旧見附小学校

旧井通小学校

1923：関東大震災 →1924：市街地建築物法に耐震規定導入

学術・文化保存

1900：瀬戸永泉教会礼拝堂献堂

1930~32（昭和5~7)：大規模改修／尖頭窓設置／床下げ

Ⅰ期

1978~80（昭和53~55)：大規模改修／牧師館建替

Ⅱ期

Ⅲ期

2010登録

2021：大規模改修／礼拝堂耐震改修／増築棟建設

1944：昭和東南海地震

1946：昭和南海地震
1945：三河地震

2011：東日本大震災

1860年代
図式解法

設計理論完成

1887：建築雑誌（1886日本建築学会設立）発刊、トラスの解法に重点

1907：牧師館完成

1912：修繕費15円

1918：門の新築

1925：牧師館修繕

1937：屋根瓦修繕1937：屋根瓦修繕

1941～47：解散、物置状態

1954：会堂修理5万円

1963：牧師館修復

1959：伊勢湾台風被害
1960：60周年献堂式

壁塗替え

1973：母子室完成
1975：礼拝堂屋根瓦全葺替え等

1750
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1978：宮城県沖地震 →1981：新耐震基準

→1925：震災予防調査会解散、東京大学地震研究所へ

→1950：建築基準法制定

※村松貞次郎著「幕末・明治初期洋風建築の小屋組とその発達(S34:学会論報)」より一部抜粋
幕末・明治初期洋風建築の小屋組とその発達と、瀬戸永泉教会の変遷

1896：明治三陸地震1896：明治三陸地震

1933：昭和三陸地震

平成の修理で100年前の
ボルトナットが発見される

1855：安政江戸地震
1854：安政東海・南海地震

1856：安政八戸沖地震

講壇レリーフ設置

講壇レリーフ漆喰

11・12



13・14



1949年（昭和24年）
　漆喰塗りバージョン
　最初の写真

1933年（昭和8年）
　木材バージョン
　最後の写真

1912年（明治45年）
　講壇レリーフなく大壁
　　　唯一の写真

1922年（大正11年）
　木材バージョン
　最初の写真（未掲載）

☆1980年（昭和55年）改修
　　　　～現在
　木ピース貼りバージョン

☆1900年（明治33年）
　　　　献堂

この間に改修
1912年又は1918年改修か

この間に改修
改修記録なく時期不明

当時の写真 2021年工事写真
講壇の変遷

□：柱の切欠き

当初の床面
漆喰壁の下端

☆1978年（昭和7年）改修

Ⅰ期

Ⅱ期

Ⅲ期
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屋根の軽量化

土葺き桟瓦
⇩

乾式桟瓦

風切丸

小屋組の金物による補強

桁行方向の強化：くも筋交

母屋の転び止め

桁どうしの接続

野地板の釘箇所数UP

桁と陸梁の接続

18



土台、柱の部分補修

土台

柱

金
輪
継

鎌継

⇨

東妻面は
外側から
大壁補強

唯一の
露出真壁
を残す為

19



⇨

旧母子室から旧玄関の眺め 新玄関から礼拝堂への入口に

基礎石

土台

大引

柱

←柱と土台と基礎石を金物で接続

↑基礎石と新基礎を鉄筋で接続

新基礎

基礎石

基礎まわり工事中

20



↑
加藤唐九郎記念館より寄贈いただいた名古屋市路面電車の石畳の再利用

⇨

門柱と本業焼タイルの再利用→

束石

間知石

石畳

←床の束石と石臼の再利用

瓦

南側外壁

の
内部化

各棟を

つなげる

アイル
（側廊）

⇨

プレハブ群の
隙間から、

CS館まで
繋がる側廊へ

21



22



23



24



25



主催：瀬戸市・（公財）瀬戸市文化振興財団

瀬戸市歴史文化ホームページ
　昨年度、新たに瀬戸市の歴史文化に関するホームページ「瀬戸市の歴史・文化～

１０００年以上の歴史を誇るせともののまち 陶都瀬戸～」を開設しました。

　これまでに開催した「まちめぐり」の資料や瀬戸の古い町並みなどの写真、さら

に昨年度刊行した瀬戸市歴史文化ガイドブック「千年続く誇りを巡る旅」、瀬戸を

知るテーマ別ガイド「のんびりじっくりせとマップ」などが閲覧・ダウンロードで

きます。ぜひご活用下さい。

アドレス：http://seto-guide.jp/


